
 

 

 

 

 

 

 

  平成 28年 11 月11 日、

六本木ヒルズにて『第11回 マ

ニフェスト大賞・授賞式』が開

催されました。今年も全国から

2514 件の様々な政策提言や

マニフェストの取り組みの応

募がありました。マニフェスト

賞議会部門は５件の優秀賞に

絞られ、この日は最優秀賞が塚

本壽雄早稲田大学公共経営大

学院教授から発表され、黒川ま

さる横浜市議が最優秀マニフ

ェスト賞を受賞しました。 

議会部門で個人が受賞するの

は初めてです。 

選挙に向けてアンケートで

区民ニーズをつかみ、それを元

に地域別・テーマ別に成果・課

題・将来像を示したマニフェス

ト『愛する金沢再生プラン３』

を作成。横浜市政においては

『よこはま自民党マニフェス

ト 責任と約束』を発信。５０

枚に及ぶパワーポイントの説

明資料をボードにして駅頭や

商業施設の前などで指差し棒

を使って解説・プレゼンテーシ

ョンを繰り返したそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商店街活性化ビデオでのダ

ンス動画の発信、１００ページ

を超える政務調査レポートの

毎年の発刊、ネットやＳＮＳで

の発信も評価されました。 

黒川市議は「同じ志の全国の

仲間から刺激を受けて私のマ

ニフェストは作成できました。

この受賞を励みに横浜市政と

議会を進化させてまいりま

す。」と喜びを語りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査委員の塚本壽雄早稲田大

学教授は「選挙ごとのマニフェ

ストのブラッシュアップやパ

ネル作戦など、多岐にわたる活

動が評価された。横浜市の議会

改革の中心人物である黒川議

員の先進的な活動に今後も期

待したい」と講評を述べられま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

マニフェスト大賞最優秀賞

の受賞者として毎日新聞社か

ら取材を受け、全国版に大きく

記事として取り上げられまし

た。これからも政策本位の政治

を目指して、市民の声をしっか

り横浜市政に反映し、子供たち

の将来のために働いていきた

いと、黒川まさる市議は力強く

語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年２月に那覇市での議員研修会

で黒川まさる市議は『議員提案条例

の制定で議会・行政・市長・市民が

どう変わったのか』と題して３０分

間の講演を行いました。 

同月、日本生産性本部の自治体ト

ップフォーラムでは４０分の講演の

後、北川正恭早稲田大学名誉教授、

泉房穂明石市長らと１時間のパネル

ディスカッションに参加しました。 

８月には早稲田大学日本橋キャン

パスで『マニフェスト大賞の１０年』 

というパネルトークと『熊本大地震

視察報告』を行いました。 

１０月には関東学院大学で『マニ

フェスト大賞と善政競争』と題して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９０分の講義を学生に行いました。 

 １月には金沢小学校で横浜サンデ

ィエゴ友好委員会委員として５年・

３年生の児童に授業を行いました。 

黒川市議は新しい地方議会の在り

方を全国各地で発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜自民党として会派マニフ

ェストを推進する一方、金沢区

においては地域密着型の個人

マニフェスト『愛する金沢再生

プラン３』を作成した。選挙の

際には 500 部のアンケートを

回収し区民ニーズを収集。政策

を継続させながら少しずつ政

策テーマを増やした。 

「現状」「成果」「目標」を紙資

料やネットで分かりやすく公

開。パワーポイントやパネルを

活用し、街頭演説や動画配信な

どで政策の解説を積極的に行

っており、先進事例の宝庫と言

えるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


